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年

末年始特別警戒実施中

　　　問珠洲警察署☎ 82-0110
　　　能登庁舎☎ 62-1334

ほ～す君日記

指名手配被疑者捜査強化月間に、町内
ショッピングセンターの来店者にチラシ
を配布して、捜査への協力を呼びかけま
した。

必ず確認
家族・警察に相談しましょう

宇出津防犯委員
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有料広告

その相手、本当に息子さん？
●電話番号が変わった
●会社の金を使い込んだ
●友人の保証人になった
●株で失敗した
●女性を妊娠させた。

福祉・介護のしごと出張相談       

　福祉のしごとについて詳しく知り
たい方、興味のある方の相談コー
ナーを設置します。

〈日時〉12 月 18 日㊍ 13:30 ～ 15:00
〈場所〉ハローワーク能登

問石川県福祉人材センター
☎ 076-234-1151

参加無料・職場体験しませんか                           

〈対象者〉　「福祉・介護」分野への就
職に関心がある方
※福祉の資格・経験等は問いません。

〈活動内容〉　石川県内の社会福祉施
設（高齢者・障害者・児童）での職
場体験（体験先のプログラムにより
異なります。）

〈申し込み・問い合わせ先〉
石川県福祉人材センター
☎ 076-234-1151

林業退職金未受領者を探しています

　林業退職金制度（林退共）に加入
していたが、退職金をまだ受け取っ
ていない方を探しています。
　以前、林業の仕事をしていたが、
ご自身が林退共へ加入していたか分
からない方についてもお調べいたし
ます。
　また、罹災された共済契約者およ
び被共済者の皆さまに対し、各種手
続き（共済手帳の紛失、退職金の請
求等）の必要が生じた場合は、速や
かに対応いたしますので、ご相談く
ださい。くわしくはホームページで
でもご案内しています。

「林退共」で検索して下さい。

問林業退職金共済事業本部
☎ 03-6731-2887

放送大学 4 月生募集　　　　      

　平成27年度第1学期（4月入学）の
学生を募集します。放送大学はBSテ
レビ放送やインターネットを通して
学ぶ正規の通信制の大学です。
　大学（学士）卒業を目指す方や、
好きな科目を 1 科目だけ勉強したい
方も入学ができます。（入学試験は
ありません。）

〈出願期間〉　2 月 28 日まで
資料を無料で差し上げています。

〈入学説明会〉
日程

・1 月 17 日㊏、18 日㊐
・2 月 7 日㊏、8 日㊐、14 日㊏、15
日㊐、21 日㊏、22 日㊐
時間　10:30
場所　石川学習センター

〈個別相談会〉随時開催（要電話予約）
問放送大学石川学習センター
☎ 076-246-4029

12月の心配ごと相談日　　　                        

■能都庁舎　
9日㊋、19日㊎　10:00～12:00
■笹ゆり荘　
9日㊋　10:00～12:00
■内浦福祉センター
10日㊌　13:30～15:30
■小木活性化センター
22日㊊　13:30～15:30

問社会福祉協議会☎ 72-2322

12 月の断酒会　　　　                           

　断酒会は、お互いの体験談などを
話しながら、断酒の継続ができるよ
うに取り組む会です。アルコールを
やめたいのにやめられない方、アル
コールの問題で困っているご家族の
方、ぜひ一度、断酒会にご参加くだ
さい。

〈日時〉　15 日㊊ 14:00 ～ 15:00
〈場所〉　能登北部保健福祉センター

問能登北部保健福祉センター
☎ 0768-22-2011

１2 月の行政相談日                              

　暮らしの中のさまざまな困りごと
（登記、税金、年金、相続、遺言、

債務等）について、総務省から委嘱
された行政相談委員が無料で相談に
応じます。気軽にご利用ください。

〈相談時間〉　10:00 ～ 12:00
会場 日程 相談委員

笹ゆり荘 12月16日㊋ 廣橋義男
☎ 76-0088

能都庁舎 12月19日㊎ 吉岡梅子
☎ 62-1000

問総務課☎ 62-8510

12 月のこころの健康相談                           

　家庭や職場、学校における“ここ
ろ（精神）”の不安や悩みについて
お気軽にご相談ください。訪問相談
も応じています。前週金曜日までに
予約が必要です。
■精神科医による相談
第 1・2・4 月曜日　1、8、22 日

〈場所〉　能登北部保健福祉センター

〈時間〉　15:00 ～ 17:00
第 3 月曜日　15 日

〈場所〉　珠洲地域センター
〈時間〉　15:30 ～ 17:00

■保健師や相談員による相談（随時）
平日（㊊～㊎）　8:30 ～ 17:45
問能登北部保健福祉センター
☎ 0768-22-2011
☎ 0768-84-1511（珠洲地域センター）

12 月の法律相談日　　     　　　 

　4、11、18 日　毎週木曜日
〈時間〉　13:45 ～ 16:15
〈場所〉　穴水町保健センター

　相談前日午後５時までに電話にて
ご予約ください。先着 5 名（組）まで。

〈相談料〉30 分以内：5,400 円
※負担が困難な方で、法律援助資力
基準に該当すれば、1 回のみ無料。
クレサラ相談は初回無料。
問金沢弁護士会☎ 076-221-0242

能登町何でも相談「カナリア」  

　家庭教育に関する悩み、家族から
の暴力など、一人で悩みを抱え込ま
ず相談してみませんか？
相談電話番号☎　76-2874
毎週㊋・㊍10:00～14:00※祝日、年末
年始は休み。

3月 30日、デジアナ変換終了予定 

　平成 27 年 3 月で、テレビ放送の
デジタルからアナログへの変換サー
ビス（デジアナ変換）が終了し、ア
ナログ受像機でテレビ放送が見られ
なくなります。ケーブルテレビにご
加入の世帯で、アナログテレビ（ブ

ラウン管テレビ等）で番組を見てい
る方は、対策をお急ぎください。

問広報情報推進課☎ 76-8301

お食事やゲームで楽しみましょう。

　日時　12月21日㊐18：00～
　　　送迎バス・能都庁舎17:30発
　会場　国民宿舎能登うしつ荘
　　　　コミュニティーセンター
　参加費　男性2,000円
　　　　　女性1,000円
　しめきり　12月15日㊊
　問能都サービス室☎62-8500

アナログテレビ

デジアナ

①デジタルテレビに買い替える
②地デジチューナーを購入して、今お使
いのアナログテレビに接続して視聴する

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

婚活

有料広告

　林退共 検索

◆
◆
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遺
言
ど
お
り
に宣長

の
位
牌
を
祀
る

　

宣
長
と
別
れ
て
2
年
後
の
享
和
元

（
１
８
０
１
）
年
、
宣
長
は
数
え
72
歳
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
聞
き
知
っ
た
吉
彦

は
大
変
悲
し
み
、『
藤
の
か
き
葉
一
』
に
「
享

和
の
は
し
め
の
と
し
九
月
二
十
九
日
師
の
君

本
居
大
人
身
ま
か
り
た
ま
ふ
」
と
残
し
て
、

次
の
歌
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

　
「
秋
の
夜
の
名
残
の
風
の
さ
そ
ひ
き
て

　
　
　
　
　
　

雲
隠
に
し
君
そ
か
な
し
き
」

　

当
家
の
霊
舎
に
は
本
居
宣
長
の
位
牌
が
祀

ら
れ
て
い
ま
す
。
大
ぶ
り
な
笏
板
に
、
宣
長

の
遺
言
ど
お
り
に
、「
秋
津
彦
瑞
櫻
根
大
人

御
霊
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
宣
長
は
こ
の

位
牌
を
一
日
中
机
の
傍
ら
に
置
き
、
和
歌
の

道
に
精
進
し
、
毎
年
祥
月
命
日
に
は
歌
会
を

催
し
研
鑽
を
積
ん
で
ほ
し
い
と
述
べ
て
い
ま

す
。
吉
彦
は
そ
の
遺
言
ど
お
り
に
、
宣
長
命

日
に
歌
を
詠
ん
で
偲
ん
で
い
た
こ
と
が
『
藤

の
か
き
葉
一
、三
』
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

吉
彦
3
度
目
の
伊
勢
松
阪
行
は
、
宣
長
の

没
3
年
後
（
文
化
元
年
・
１
８
０
４
年
）
の

こ
と
で
、
墓
参
を
目
的
と
し
た
よ
う
で
す
。

宣
長
か
ら
の
書
状　

　

宣
長
が
吉
彦
に
宛
て
た
手
紙
が
あ
り
ま

す
。
寛
政
11
（
１
７
９
９
）
年
、
宇
出
津
・

常
椿
寺
の
抜
山
と
対
面
し
た
こ
と
な
ど
を
伝

え
て
い
ま
す
。

　

吉
彦
は
こ
の
年
の
4
月
、
再
び
宣
長
の
も

と
に
向
か
い
、
6
月
ま
で
松
坂
に
滞
在
し
ま

し
た
。
10
日
に
門
人
料
（
授
業
料
）
1
分
を

宣
長
に
納
め
て
い
る
の
で
、
帰
郷
は
そ
の
す

ぐ
後
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

宇
出
津
へ
帰
っ
た
吉
彦
は
、
隣
の
常
椿
寺

の
抜
山
和
尚
や
清
水
悟
里
、
秦
藤
三
郎
、
真

脇
久
右
衛
門
を
督
励
し
、
松
坂
に
向
か
わ
せ

た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

能
登
に
残
る
史
料
か
ら

う
か
が
え
る
宣
長
の
存
在

　

当
時
の
神
社
の
祭
礼
は
、
き
わ
め
て
仏
教

色
の
強
い
も
の
で
し
た
。
宣
長
は
「
直
日
の

御
霊
」
で
、
こ
れ
を
真
っ
向
か
ら
否
定
し
て

い
て
、
祭
礼
は
仏
教
や
儒
教
に
染
ま
っ
た
も

の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
ま

す
。

　

寛
政
10
年
2
月
、
鶴
町
地
区
の
祭
礼
に
あ
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先祖・吉彦も眺めたであろう、酒垂神社から見下ろす港町の風景

加藤家に伝わる宣長の位牌。
遺言の通りの文言が記され、
命日の歌会で飾られたもの。

近
年
当
神
社
（
鶴
町
）
の
こ
と
に
つ
い
て
、
皆

様
方
と
不
和
に
な
っ
て
祭
礼
も
勤
め
ず
過
ご
し

て
き
ま
し
た
が
、
よ
く
よ
く
考
え
る
と
、
も
と

も
と
私
が
神
道
の
法
を
押
進
め
た
た
め
に
、
前

か
ら
の
し
き
た
り
と
違
っ
て
い
た
の
で
、
在
所

の
皆
様
が
御
立
腹
さ
れ
た
こ
と
は
御
尤
も
な
こ

と
で
す
。
そ
の
節
は
氏
子
中
と
も
相
談
申
し
上

げ
行
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
後
悔
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

（
略
）和
睦
い
た
し
た
く
書
面
で
申
し
上
げ
ま
す
。

　
寛
政
十
年
午
二
月
　
　
　
加
藤
上
野
介

　
　
　
肝
　
煎
　
惣
七
郎
　
殿

　
　
　
組
合
頭
　
七
助
　
　
殿

　
　
　
　
同
　
　
五
左
衛
門
　
殿

　
　
　
惣
　
代
　
籐
七
郎
　
殿

た
り
、宣
長
の
思
想
に
触
発
さ
れ
た
吉
彦
は
、

祭
り
か
ら
の
仏
教
色
排
除
を
も
く
ろ
ん
だ
よ

う
で
す
。
結
果
、
地
元
か
ら
の
反
発
を
受
け

て
詫
び
状
を
当
時
の
肝
煎
大
町
家
な
ど
に
入

れ
て
い
ま
す
。

　

宣
長
と
の
出
会
い
を
契
機
と
し
て
、
俳
句

か
ら
、
宣
長
の
い
う
「
敷
島
の
道
」
に
転
換

し
、
国
学
や
和
歌
に
大
き
く
比
重
を
傾
け
て

い
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
が
宇
出
津
の

知
識
人
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

加
藤
吉
彦
が
鶴
町
の
有
力
者
に
当
て
て
送
っ
た
詫
び
状
と
そ
の
抄
訳

本
居
宣
長
を
三
度
も
訪
ね
慕
っ
た

宇
出
津
の
国
学
者
、
加
藤
吉
彦

　

宇
出
津
の
産う

ぶ
す
な土
社
、
酒
垂
神
社
は
酒
樽
に

乗
っ
て
漂
着
し
た
神
様
を
祀
っ
て
い
る
と
い

う
い
わ
れ
が
あ
り
ま
す
。
12
代
宮
司
加
藤
吉

彦
（
１
７
６
２
～
１
８
３
６
？
）
は
、
寛
政

7
（
１
７
９
７
）
年
5
月
8
日
、
国
学
者
の

本
居
宣
長
に
師
事
す
る
た
め
に
故
郷
を

発
ち
ま
し
た
。

　

吉
彦
は
宇
出
津
か
ら
伊
勢
松
坂
ま
で

の
紀
行
、
鈴
屋
入
門
と
松
坂
で
の
生
活
、

そ
し
て
宣
長
と
の
別
れ
ま
で
を
『
千
尋

の
濱
草
』
と
題
し
て
、
和
歌
を
ま
じ
え

た
紀
行
文
を
書
き
遺
し
ま
し
た
。
裏
表

紙
の
連
載
で
は
、
そ
の
道
を
た
ど
っ
た

旅
日
記
で
す
。

　

吉
彦
は
最
初
の
訪
問
の
2
年
後
、
寛
政
9

（
１
７
９
９
）
年
、
再
び
松
坂
の
宣
長
を
訪

ね
て
多
く
の
写
本
を
手
掛
け
ま
し
た
。
宣
長

の
死
後
も
松
坂
を
訪
ね
、
宣
長
の
遺
言
を
忠

実
に
守
り
と
お
す
人
生
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

能
登
に
住
み
な
が
ら
伊
勢
の
松
坂
に
3
度

も
赴
き
、
宣
長
か
ら
直
接
の
教
え
を
受
け
、

自
身
も
そ
の
生
涯
に
多
く
の
著
書
、
写
本
を

残
し
ま
し
た
。

　

晩
年
に
書
か
れ
た
「
月
の
跡
見
」
45
巻
は
、

吉
彦
自
身
の
集
大
成
と
し
て
著
わ
し
た
「
源

氏
物
語
」
の
注
釈
書
で
す
。

　

ま
た
宣
長
と
の
邂
逅
か
ら
著
し
始
め
た

『
藤
の
か
き
葉
』「
一
」
と
「
三
」
は
（「
二
」

を
欠
い
て
い
ま
す
）、
宣
長
に
師
事
し
た
塾

生
が
、
地
元
に
帰
っ
て
ど
の
よ
う
な
考
え
方

を
も
っ
て
地
域
に
活
躍
し
た
か
を
考
え
る
も

の
で
、
極
め
て
興
味
深
い
内
容
で
す
。

　

吉
彦
の
人
生
観
を
示
し
、
能
登
を
歌
い
上

げ
る
内
容
は
、
こ
の
仕
事
に
生
ま
れ
つ
い
た

そ
の
意
味
を
、
我
々
に
示
し
て
く
れ
ま
す
。

　
酒
垂
神
社
宮
司
・
加
藤
三
千
雄
さ
ん
が
先

祖
の
旅
路
を
た
ど
っ
た
「
千
尋
の
浜
草
」。

終
了
に
あ
た
っ
て
、
加
藤
さ
ん
か
ら
改
め
て

先
祖
・
加
藤
吉え
ひ
こ彦
の
功
績
に
つ
い
て
寄
稿
い

た
だ
き
ま
し
た
。

鈴屋入門時の想像図。手前
が加藤吉彦、右が本居宣長。

源氏物語の注釈書「月の
跡見」夕顔の巻


